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目的 格子QCD第一原理計算により、クォーク・反クォー
ク系の応力テンソルを測定する。

内容 勾配流法を用いてSU(3) Yang-Mills理論の応力テンソ
ルの空間分布を測定した。

結果 クォーク・反クォーク間にフラックスチューブが形
成されることを、応力テンソルを用いて可視化する
ことに世界で初めて成功した。

利用した計算機 OCTOPUS
ノード時間 約4,500時間・ノード
使用メモリ 80GB
ベクトル化率 N/A
並列化 24並列

応力テンソルの空間分布
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